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第 9 回 fork の 使い か た 


ロン ドン で イタ リア 料理 店 に 行っ た と きのこ と で ある . ん だ リス ト 1 fork と pipe の 使用 人 
スパ ゲ テ ィ が 出 て き て , さあ 食べ よう と 皿 の 左右 を 見 て みる と , 
ナイ フ と フォ ー ク が 置い て ある の に 気が付い た . そう , ここ は イ 


こ ニ ニー ニー ニーー ニ ーーーー ニ ーーー ニ ーー 


#1nc1ude<stdio .h> 
井 deFine ERR(x) FprinFf (8 上 Qer エ , 井 XX " G エ エ O エ ぎ \m") 


1 
2 
3 main() 
さ 開 ュー 4 人 { 
補 ス な の で し た . 5 char buf [16] : 
6 下 m ロ も エ 
、 7 nt oya ko[2]: 
ギリ ス の テー ブル ・ マ ナー で は , フォ ー ク は 左手 , ナ イフ は 9 int ko_oyal21: 
の 二 了 本 還 9 1E( ppe(oya ko) == -1) ERR(pipe) : 
右手 と 決ま っ て いて , 右手 に フォ ー ク を 持ち か えて は いけ な いら 10 ifF( pipe(ko_oya) == -1) ERR(D1De) : 
EHP 11 gwitch( fork () ) { 
し い . いっ し ょ に いた 友 炎 右 利き ) も フォ ー ク を 左手 に 持っ て ス 12 GBS = も: 
パ ゲ ティ を 見 つめ て 固まっ て いる . うーん と 思い , 首 を すく め て 了 0 
間 り を 見 まわ し ,「 スパ ゲ テ ィ は イタ リア の も の だ か ら , イタ リ ee 
ア 方 式 で …」 と いう こと で , その と き は 右手 に フォ ー ク を 持っ て iF( dup (oya_ko【01) != 0 ) BRR(oya_ko dnp): 
ifF( oc1]ose(1) == -1 ) ERR(c1ose ko ou) 
べ て し まっ た . 1F( dup(ko_oya[1] ) != 1 ) ERR(ko oya dup) 
if( c1ose(oya ko[0] ) == ) ERR (cl1ose) 
ifF( c1ose (oya ko [1] ) == ) ERR (cl1ose) 
この 後 , 気 に な っ て テー ブル ・ マ ナー に つい て 調べ て みた の だ 0 
ー ー に 1 ご ー if( c1ose(ko_oya [1] ) == ERR(c1ose 
が , イギリス 方 式 で は フォ ー ク の 先 を 上 に 向け る こと も 禁止 の よ NN 20 
うな の で , これ に 従う と 巻き つけ る 動作 が で き な い . 必然 的 に フ 。 
オォ オーク で スパ ゲ テ ィ の 山 を さして , ナイ フ で スパ ゲ テ ィ を 切り 5) if( cl1ose(oya_kko[0] ) == -1 ) ERR(c1ose) : 
8 了 iE( cl1ose(ko_oya [1] ) == -1 ) ERR(c1ose) : 
つ 持 ち 上 げ て , 口 も と 【 に 運ぶ こ と に な る . 残り 少な く な っ て きた wrtte ( oya ko [1] , "1\m2\m+\ ぎ mnD\ ぎ nd ぎ \m" , 10) : 
ら , フォ ー ク の 背 に スパ ゲ テ ィ を の せる . これ で は , な ん と も ス 1 
D レ 有 ー4 ル で は , 償 buE [1] = ! ま 0 
パ ゲ ティ を 食べ る に は 効率 が 悪い . フラ ンス 方 式 で は 右手 に 持ち Slowet ko ao 


替え て も よく , フォ ー ク で すく う 使い か た も OK の よう な の で , cose( oya_ko[1】 
スパ ゲ テ ィ は ずっ と 食べ や すい と 思う. 


イギリス と フラ ンス は , テー ブル ・ マ ナー が 制定 され た 中 世に 28- 35 行 目 は 親 側 で , 28, 29 行 目 で pipe の 子ども 側 の 入 
反目 し あっ て いた た め な の か , スー プ で の すく いか た な ど , 違う 力 を c1ose し , 30 行 目 で 子 ど む dc コマ ンド ) に 対し 1 十 2 を 
こと が 多い . た だ , テー ブル ・ マ ナー の 違い の 最大 の 理由 は , そ 計算 し て 出力 し , 終了 せよ 」 と 送信 する . 31 行 目 で 子ども か ら の 
の 時 代 に マナ ー を 定め た 人 々 が 食べ て いた 物 に 個々 に 最適 化し た 返信 を 受け 取り , 33 行 目 で 答え の 3 を 出力 する . 

か ら な の だ と 思う . 


ェ F 


CO 言語 に も デザ イン ・ パ ター ン や シス テム 記述 の IEEE 標準化 
リス ト 1 は UNIX が 普及 し 始め た ころ , その 特徴 を 示す ユー ド と いっ た 作 小 テー ブル ・ マ ナー) が 定め られ て いる が , 相 球 食 
と し て よく 見 か けた も の で , パイ プラ イン を 使っ て 親 プ ロ セ ス と べ 物 ) が ハー ド に な っ た り ソ フト に な っ た りす る 場合 は どう 対処 
子 プ ロ セ ス の 間 で コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る サン プル で ある . 7 すれ ば よい の だ ろう か . 
ー 10 行 目 で 親子 間 の 送受 信用 の pipe を 作成 し , 11 行 目 の Fork 
で 二手 に 分 か れる . 15+~ 26 行 目 の 子ども 側 で は , 16, 17 行 目 で 
子ども の 標準 入力 を oya_ ko パイ プ に , 18, 19 行 目 で 子ども の 標 
準 出力 を ko oya パ イプ に dup で つなぎ 変え , 20~ 23 行 目 で 必 
要 な く な っ た ファ イル ・ デ ィ ス クリ プ タ を c1ose す る . そし て , ご 筆者 プロ フィ ー ル ンー 
24 行 目 で , 逆 ポ ー ラ ンド 式 の 計算 コマ ンド の dc を 起動 する . 控 島 正裕 さめ し ま ・ ま さ ひ ろ ). 高速 ディ ジタル 回 路 の コン サル ティ 
ング や EDA ツ ー ル 関係 の 仕事 に 従事 . 
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